
１．はじめに

教育をめぐる議論において、ICT 機器活用
は近年最も活発に意見が交わされる分野の 1 つ
であるが、そもそもコンピューター、デジタル
技術の発展は教育の外部において子どもたちの
生活に大きな影響を及ぼしてきた。

現在の子どもたちの親でもある 1970 年代生
まれ以降の世代は、すでに普及していた家庭用
TV ゲーム機を通じて幼少期・青年期の間から
ゲーム文化に親しむとともに、2000 年前後の
インターネット環境の整備による IT 革命を経
て、情報化の急速な進展を社会生活の中で目の
当たりにしてきた。合わせて携帯電話の普及か
らスマートフォンへの変容による機器のモバイ
ル化・個人所有化・多機能化は、通信機器をも
はや身体の一部であるかのごとくに使いこなす
ライフスタイルを確立させた。膨大なデータ流
通の中で自身の求める情報を検索して取捨選択

し、各種ソーシャルメディアを通じて個々人が
直接に世界全体とコミュニケーションを行うこ
とが日常の風景となったのである。

そのような環境の中で生まれ育った現在の子
どもたちは周知のように「デジタル・ネイティ
ブ世代」と呼ばれ、日常生活の一部としてスマー
トフォンやタブレット端末を利用している。令
和 5 年度（2023 年度）にこども家庭庁が実施
した「青少年のインターネット利用環境実態調
査」の報告書によれば、小中学校の児童生徒が
自分専用のスマートフォンを使用している割合
は小学校 4 年生～ 6 年生で 70.4％、中学校 1 年
生～ 3 年生で 93.0％に上る（こども家庭庁
2024：28）。子どもと保護者の間での、テレビ
やゲーム、インターネット利用に関するルール
作りなど、デジタル機器の利用をめぐるやりと
りも、いまや家庭の日常の一部であろう。

そうした状況の中、子どもたちへのデジタル
機器の普及に関しては、長時間の利用などによ
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る健康や学習への影響、ゲームやインターネッ
トへの依存、インターネット上でのトラブルな
どを問題視するとともに、適切な利用やトラブ
ルへの対処についても論じられるようになって
いる。第 1 章で言及した岡田ほか（2015）以外
にも、森山（2023）は心理学をもとに、また松
島（2024）は長野県での大規模なアンケートと
教育現場での経験からデジタル機器の適切な使
い方について調査研究と啓発的な提言を行って
いる。

豊中市での本プロジェクトにおいても、令和
6 年度（2024 年度）の全国学力・学習状況調査
の質問調査で 2 年ぶりにメディア機器利用に関
する設問が盛り込まれたことを受け、社会的に
も関心が高いと思われるメディア接触の子ども
への影響を取り上げることとした。そこで本章
では、全国学力・学習状況調査のデータを用い、
メディア接触の状況と学力、非認知能力に与え
る影響を分析する。まずクロス集計による現状
把握を行ったうえで、メディア接触の影響につ
いて関連すると思われる要因も含めた統計的分
析を行った。以下ではその結果について述べて
いきたい。なお、本章でもこれまでの章と同様、
必要に応じ統計的検定による有意性の有無を図
表内あるいは図表名に表示している（＊＊＊：
0.1％水準、＊＊：1％水準、＊：5％水準、＋：
10％水準）1。

２．TV ゲーム・携帯電話・スマートフォン
　　の使用状況

まず令和 6 年度（2024 年度）の全国学力・
学習状況調査における質問調査の回答から、メ
ディア接触の状況をみることとする。ここでは

当該年度の本市の市立小学校・義務教育学校に
おける 6 年生（以下の図表では小 6 と表記）と
市立中学校 3 年生・義務教育学校 9 年生（以下
の図表では中 3 と表記）が対象となっている。

図表 5-1 は TV ゲーム（スマートフォンでの
ゲームを含む）の平日 1 日あたりの使用時間を
学年別に示したものである。小 6 では「1 時間
以上、2 時間より少ない」が、中 3 では「1 時
間より少ない」が最も多くなっている。一方で、
両学年とも 2 割弱が「4 時間以上」と答えている。

図表 5-2 は携帯電話・スマートフォンでの平
日 1 日あたりの動画視聴・SNS での利用時間
を学年別に示している。小 6 では「携帯電話や
スマートフォンを持っていない」が最も多く、
使用している中では「30 分より少ない」が最
多である。中 3 になると「4 時間以上」「1 時間
以上、2 時間より少ない」が同率で最多である
が、「2 時間以上、3 時間より少ない」もほぼ同
じ割合である。

図表 5-3 は携帯電話・スマートフォンやコン
ピューターの使い方について家の人と約束した
ことを守っているかどうかを示したものであ
る。小 6 では「携帯電話やスマートフォンやコ
ンピューターを持っていない」という回答も一
定の割合を占めるが、小 6・中 3 ともに「きち
んと守っている」「だいたい守っている」を合
わせると 70％程度となっている。

各設問とも豊中市での集計結果は文部科学省
国立教育政策研究所（2024）に示された全国で
の集計と同様の回答分布であるが、中 3 の携帯
電話・スマートフォンの使用時間「4 時間以上」
が 22.0％と、全国平均の 17.9％に対し比較して
多くなっている。

1	 図表 5-1 から 5-3 までは比較を主眼としたものではない ので、検定は行っていない。
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図表 5-1　平日の TV ゲーム使用時間

図表 5-2　平日の携帯電話・スマートフォン使用時間（動画視聴・SNS）

」

図表 5-3　携帯電話・スマートフォンやコンピューターの使い方について、家の人と約束したことを守っている

昨年度からの「豊中市の子どもの学びと育ち
に関する総合的な調査研究」では、家庭の社会
経済的背景（SES）に着目した分析を行ってき
た。メディア接触に関しても SES との関連を
みると以下のようになる。昨年度に続き、全国
学力・学習状況調査のデータにおいては「家に
ある本の冊数」を家庭の SES を示す指標とし

て用いた（比嘉 2024：81-82）。
図表 5-4、5-5 は家にある本の冊数別に平日

の TV ゲーム使用時間を学年ごとに示したもの
である。小 6、中 3 ともに「0 ～ 10 冊」「11 ～
25 冊」において使用時間が長くなっており、
冊数が多くなるにつれ使用時間は概して短くな
る。また中 3 の方が全体的に冊数による差が縮
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まっている。ここでは冊数による差が統計的に
有意であるかを検定しているが、小 6・中 3 と
もに有意である。

図表 5-6、5-7 は家にある本の冊数別に平日
の携帯電話・スマートフォンの使用時間を示し
ている。小 6、中 3 ともに「0 ～ 10 冊」がそれ
以外に対して顕著に長い使用時間となってい
る。これも本の冊数が増えるほど使用時間は短
くなるが、中 3 の「501 冊以上」では長時間の
層と短時間の層がそれぞれ比較的多く、二極化
しているように思われる。また両学年とも統計
的には有意な差である。

図表 5-8、5-9 では家にある本の冊数ごとに
携帯電話・スマートフォン、コンピューターに

関する家の人との約束を守っているかどうかを
まとめた。どのグループでも 7 割前後は約束を
守っているという回答で、回答分布に大きな差
はみられない。小 6 のみ統計的に有意な結果と
なっている。

以上を合わせて考えれば、たしかに家庭 SES
が高くなるほどメディア接触時間は短くなるよ
うである。ただし家庭 SES が厳しい層でも家
の人との約束は守られており、時間の長さに対
する許容度が大きいのではないかと考えられ
る。また中 3 の場合は家庭 SES が最も高いグ
ループで、メディア接触時間が長いと答える回
答も比較的多い点が注目される。

図表 5-4　「家にある本の冊数」と平日の TV ゲーム使用時間（小 6）***

図表 5-5　「家にある本の冊数」と平日の TV ゲーム使用時間（中 3）**
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図表 5-6　「家にある本の冊数」と平日の携帯電話・スマートフォン使用時間（動画視聴・SNS）（小 6）***

図表 5-7　「家にある本の冊数」と平日の携帯電話・スマートフォン使用時間（動画視聴・SNS）（中 3）***

図表 5-8　「家にある本の冊数」と「携帯電話・スマートフォンやコンピューターの使い方について、家の
人と約束したことを守っている」（小 6）***
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図表 5-9　「家にある本の冊数」と「携帯電話・スマートフォンやコンピューターの使い方について、家の
人と約束したことを守っている」（中 3）

３．メディア接触と学力

3-1．メディア接触時間別にみた学力
ここまで、小学校・義務教育学校 6 年生、中

学校 3 年生・義務教育学校 9 年生の TV ゲーム
や携帯電話・スマートフォンなどメディア接触
状況をみてきた。以下ではメディア接触の影響
についての分析結果を示すこととする。

まず学力調査の結果との関連を検討した。こ
こでは国語・算数（小 6）、国語・数学（中 3）
の学力調査における正答率とメディア接触状況
を示すこととする。以下の図表 5-10 は平日の
TV ゲーム（スマートフォンでのゲームも含む）
使用時間ごとの正答率を示したものである。下
記のグラフは箱ひげ図というもので、箱の中に
ひかれた線が分布の中央値を示し、箱から伸び
た線の下端が最小値、箱の下端が第一四分位数

（数値が小さい順に並べて全体の 25％となる
点）、箱の上端が第三四分位数（小さい順に並
べて全体の 75％となる点）、箱から伸びた線の

上端が最大値である。なお以下の図では、分布
から大きく離れた値を外れ値として点で表示し
ている。

こうしてみると、小 6・中 3 ともに、TV ゲー
ムの使用時間が短いほど正答率は高い領域に分
布している。TV ゲームの使用時間と正答率に
は一定の関連があることを示唆する結果となっ
ている。

同様の集計を携帯電話・スマートフォンにつ
いても行ったのが図表 5-11 である。傾向とし
ても同じで、使用時間が短いほど正答率は高い
領域に分布しているが、TV ゲームの場合に比
べ使用時間によるばらつきは少ない。

いずれの結果からも、メディア接触時間と学
力の間には一定の関係があることが予想される
が、その関係は実際のところどの程度確かなの
であろうか。そこで、続けて他の変数も含めた
統計的分析で、メディア接触の影響を確認して
いくこととしたい。
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図表 5-10　平日の TV ゲームの使用時間と学力調査正答率
（上：小 6 の国語と算数の平均、下：中 3 の国語と数学の平均）

含めた統計的分析で、メディア接触の影響を確認していくこととしたい。 
 

 
図表 5-10 平⽇の TV ゲームの使⽤時間と学⼒調査正答率 

（上：⼩ 6 の国語と算数の平均、下：中 3 の国語と数学の平均） 
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図表 5-11　平日の携帯電話・スマートフォン使用時間と学力調査正答率
（上：小 6 の国語と算数の平均、下：中 3 の国語と数学の平均）

3-2．メディア接触時間の学力への影響
以下では、メディア接触時間の学力への影響

を検討するため、学力調査の正答率を従属変数
とした重回帰分析の結果を示すこととする。従
属変数となる正答率は、本章のこれまでの分析
と同様、国語と算数・数学の 2 科目の平均とし
た。正答率（従属変数）に影響を与える独立変
数は、メディア接触時間である TV ゲームの使

用時間、携帯電話・スマートフォンの利用時間
に加え、就寝時間の規則性（「毎日、同じくら
いの時刻に寝ている」）、平日の学習時間、土日・
休日の学習時間、放課後・休日の主な過ごし方
として「家庭学習」「部活（中 3 のみ）」「通塾」

「習い事（塾以外）」をそれぞれ行っているかど
うか、また家庭 SES を示す本の冊数を用いた

（就寝時間の規則性と放課後・休日の過ごし方

含めた統計的分析で、メディア接触の影響を確認していくこととしたい。 
 

 
図表 5-10 平⽇の TV ゲームの使⽤時間と学⼒調査正答率 

（上：⼩ 6 の国語と算数の平均、下：中 3 の国語と数学の平均） 
 

 
図表 5-11 平⽇の携帯電話・スマートフォン使⽤時間と学⼒調査正答率 

（上：⼩ 6 の国語と算数の平均、下：中 3 の国語と数学の平均） 
 
3-2．メディア接触時間の学⼒への影響 
 以下では、メディア接触時間の学⼒への影響を検討するため、学⼒調査の正答率を従属変
数とした重回帰分析の結果を⽰すこととする。従属変数となる正答率は、本章のこれまでの
分析と同様、国語と算数・数学の 2 科⽬の平均とした。正答率（従属変数）に影響を与える
独⽴変数は、メディア接触時間である TV ゲームの使⽤時間、携帯電話・スマートフォンの
利⽤時間に加え、就寝時間の規則性（「毎⽇、同じくらいの時刻に寝ている」）、平⽇の学習
時間、⼟⽇・休⽇の学習時間、放課後・休⽇の主な過ごし⽅として「家庭学習」「部活（中
3 のみ）」「通塾」「習い事（塾以外）」をそれぞれ⾏っているかどうか、また家庭 SES を⽰す
本の冊数を⽤いた（就寝時間の規則性と放課後・休⽇の過ごし⽅は、回答「当てはまる」と
「当てはまらない」に集約してダミー変数としている）。このようにすることで、メディア
接触時間の学⼒への影響を他の要因の影響から独⽴してみることができる。 
 重回帰分析の独⽴変数の選択に際しては、メディア接触が⽣活規律に関連しているので
はないかと考えたことから就寝時間の規則性を⽤い、その他は学⼒に影響⼒の⼤きいと考
えられる学習時間や放課後・休⽇の過ごし⽅、家庭 SES を使⽤したものである。 
 分析結果は次に⽰す図表 5-12、5-13 の通りである。まず⼩ 6（図表 5-12）からであるが、
表の基本的な⾒⽅として、「係数」の欄の数値に着⽬する必要がある。回帰式（独⽴変数か
ら従属変数への影響を予測する式）の基本的な傾きである「切⽚」以外の、各項⽬に付され
た係数が正答率に対する影響⼒を⽰している。数値の正負は、正答率に対して正の影響、負
の影響であるかをそれぞれ⽰し、数値の⼤きさは影響⼒の⼤きさを⽰している。 
 上記の⾒⽅で数値をみると、TV ゲームや携帯電話・スマートフォンの使⽤時間や学習時
間に⽐べ、例えば「毎⽇、同じくらいの時刻に寝ている」といった習慣や状況を⽰す項⽬の
数値の絶対値が⼤きいことに気づく。これは時間が「分」を単位とした数値を変数としてい
るのに対し、習慣や状況は「それに該当するかしないか」のみを⽰す変数（ダミー変数）で
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は、回答「当てはまる」と「当てはまらない」
に集約してダミー変数としている）。このよう
にすることで、メディア接触時間の学力への影
響を他の要因の影響から独立してみることがで
きる。

重回帰分析の独立変数の選択に際しては、メ
ディア接触が生活規律に関連しているのではな
いかと考えたことから就寝時間の規則性を用
い、その他は学力に影響力が大きいと考えられ
る学習時間や放課後・休日の過ごし方、家庭
SES を使用したものである。

分析結果は次に示す図表 5-12、5-13 の通り
である。まず小 6（図表 5-12）からであるが、
表の基本的な見方として、「係数」の欄の数値
に着目する必要がある。回帰式（独立変数から
従属変数への影響を予測する式）の基本的な傾
きである「切片」以外の、各項目に付された係
数が正答率に対する影響力を示している。数値
の正負は、正答率に対して正の影響、負の影響
であるかをそれぞれ示し、数値の大きさは影響
力の大きさを示している。

上記の見方で数値をみると、TV ゲームや携
帯電話・スマートフォンの使用時間や学習時間
に比べ、例えば「毎日、同じくらいの時刻に寝
ている」といった習慣や状況を示す項目の数値
の絶対値が大きいことに気づく。これは時間が

「分」を単位とした数値を変数としているのに
対し、習慣や状況は「それに該当するかしない
か」のみを示す変数（ダミー変数）であるため
である。また蔵書数も冊数をグループ化したカ
テゴリー変数であるため同様に絶対値が大き
い。

具体的に表の内容を説明すると、TV ゲーム
の使用時間でいえば、平日 1 日あたり TV ゲー

ムを 1 分間するごとに正答率が -0.041 ポイン
ト下がることになる。携帯電話・スマートフォ
ンの使用時間でいえば、平日 1 日あたりの動画
や SNS 利用 1 分ごとに正答率が -0.009 ポイン
ト下がることになる。このように述べれば影響
は微々たるもののように受け取れるが、1 時間
に換算すれば TV ゲームの場合は -2.46 ポイン
ト、携帯電話・スマートフォンの場合は -0.54
ポイントとなる。もちろん、そのために子ども
たちに TV ゲームや携帯電話・スマートフォン
の利用を止めさせるべきであるというのではな
い。それらも有益な娯楽や情報収集、コミュニ
ケーションである。また多くの場合は、家庭で
ルールを定めているように、家庭学習も合わせ
て行われているであろう。以下の結果によれば
平日 1 日あたりの、学校の授業以外での学習時
間は 1 分あたり 0.023 ポイント正答率を上げる
ことに寄与している。学習時間とメディア利用
時間の適切なバランスを取ることが重要であ
る 2。

またその他の変数「毎日、同じくらいの時刻
に寝ている」や放課後・休日によくしているこ
ととして家庭学習があること、通塾、習い事も
正答率には相当の正の影響力を持っているとい
える。家庭 SES を示す蔵書数は、SES の最も
厳しい層である 25 冊以下を基準として、それ
以外の層で 10 ポイント程度正答率が高いとい
うことであり、SES による格差を示している。

なお、係数の右肩に付された記号は有意水準
であり、当該の係数が誤った統計的推測である
可能性が、表の下に記号ごとに示した確率であ
ることを示している。よって、ここに示された
係数は誤りである確率が小さく、統計的に有意
であるといえる。また、ここで示した結果はメ

2	 中室（2024［2015］）は、「1 時間テレビやゲームをやめさ
せたとしても、男子については最大 1.86 分、女子について
は最大 2.70 分学習時間が増加するに過ぎない」（中室
2024：75）との研究結果を紹介し、視聴・利用時間が長く

なりすぎることに関して注意を促しつつ 1 日 1 時間程度の
テレビ視聴や TV ゲームの利用は子どもの発達や学習時間
に影響しないとしている。
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ディア接触の影響を検討するためのモデルであ
り、今回の調査の全体的な傾向を示すものとし
て理解されたい。

図表 5-13 の中 3 についても同様の見方でみ
ることができる。詳細な説明は小 6 について
行ったので省略するが、メディア接触は小 6 と

概ね同様の結果が出ている。「毎日、同じくら
いの時刻に寝ている」が有意でなくなったほか、
部活の係数が高く、通塾の係数が増加し、塾以
外の習い事の係数が負に転じている。SES に
よる格差は小 6 に比べて若干小さい。

図表 5-12　学力を従属変数とした重回帰分析の結果（小 6）

図表 5-13　学力を従属変数とした重回帰分析の結果（中 3）

４．メディア接触と非認知能力

4-1．メディア接触時間別にみた非認知能力
ここまではメディア接触と学力についてみて

きた。次に、メディア接触と非認知能力の関係
について取り上げていきたい。全国学力・学習
状況調査のうち、質問紙調査で非認知能力に該
当する自己肯定感（「自分には、よいところが
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N 3421

⁺p<.10, *p<.05 **p<.01 ***p<.001

小6
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あると思う」）の項目を利用した。
図表 5-14 は小 6 のＴＶゲームの使用時間と

自己肯定感についてクロス集計を行ったもので
ある。全体に大きな差は見受けられないが、使
用時間が増えていくにつれ、自己肯定感は（特
に「当てはまる」の項目において）減少してい
く傾向がある。

図表 5-15 は同様の集計を中 3 について行っ
たものである。小 6 同様、大きな差はないが、「当
てはまる」の項目において自己肯定感が使用時
間とともに減少していく傾向がある。ただし、「4
時間以上」のグループにおいて「当てはまる」
の回答率が「3 時間以上、4 時間より少ない」
のグループよりも増えていることがわかる。

図表 5-14　TV ゲームの使用時間と自己肯定感（小 6）***

図表 5-15　TV ゲームの使用時間と自己肯定感（中 3）***

図表 5-16 は、携帯電話・スマートフォンの
使用時間と自己肯定感の関係をみたものであ
り、小 6 についての集計である。「自分には、
よいところがあると思う」という設問に対して

「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」
と回答した割合については、使用時間による差
はあまりない。ただし「当てはまる」の項目で
は使用時間が増えるにつれ回答の割合が少なく

なっており、特に「4 時間以上」の層では「当
てはまる」「どちらかといえば当てはまる」を
合計した割合も他の層に比べて少ない。

同様の集計を中 3 について行ったのが図表
5-17 である。全体として、使用時間が多くな
るにつれて「当てはまる」「どちらかといえば
当てはまる」を合計した割合が少なくなってお
り、自己肯定感が低くなる傾向がある。また「携
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帯電話やスマートフォンを持っていない」の層
でも自己肯定感が相対的に低くなっている。機

器を所持していないことが SES による制約に
よる場合の影響も考えられる 3。

図表 5-16　携帯電話・スマートフォンの使用時間と自己肯定感（小 6）***

図表 5-17　携帯電話・スマートフォンの使用時間と自己肯定感（中 3）***

4-2．メディア接触時間の非認知能力への影響
以上のクロス集計ではメディア接触と自己肯

定感の関係をみたが、自己肯定感に対する他の
要因も含めた検討を行うため、学力の場合と同
様に回帰分析を行なった。ここでは自己肯定感
の有無を従属変数とした二項ロジスティック回
帰分析の結果を示す。質問紙調査における「自
分には、よいところがあると思う」の設問に対
して「当てはまる」「どちらかといえば当ては
まる」とした回答を「自己肯定感 - 高」とし、「ど
ちらかといえば当てはまらない」「当てはまら

ない」という回答を「自己肯定感 - 低」とした
うえで、「自己肯定感 - 高」であることに対す
るメディア接触およびその他の要因の影響力を
分析したものである。

独立変数には、「TV ゲーム使用時間」「携帯
電話・スマートフォンの使用時間」に加え、質
問紙調査への回答から以下の項目を合わせて使
用した。保護者と児童生徒との関わりをみる観
点から「携帯電話・スマートフォンについて家
の人との約束を守る」、生活規律の点から「毎日、
同じくらいの時刻に寝ている」、学校生活や体

3	 平田（2024）では、SES による制約が厳しい層において 自己肯定感が相対的に低くなっていることを確認している。
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験の観点から「学校は楽しい」「習い事等（塾
以外）」「先生は、あなたのよいところを認めて
くれている」という項目を設定した。さらに、
自分自身へのケアという観点から「健康に過ご
すため、授業で学習したことや保健室の先生の
教えられたことを活用している」、幸福感を示
す「普段の生活の中で幸せな気持ちになるこ
と」、「将来の夢や目標」の有無と学力調査の平
均正答率（国語と算数ないし数学）、家庭の
SES を示す蔵書数である。

分析の結果について述べる。図表 5-18 は小
6 についての結果をまとめたものである。ここ
では「オッズ比」4 の欄で結果を確認する。オッ
ズ比が 1 を超えれば、正の影響、1 を下回れば
負の影響がある。TV ゲームの使用時間につい
ては 0.999 と負の影響力を示す数値がついてい
るが、統計的には有意でない。携帯電話・スマー
トフォンの使用時間についてはオッズ比が 1.0
となっているが、こちらも統計的に有意ではな
い。有意かつ正の影響力が相対的に大きな項目
としては、「先生は、あなたのよいところを認
めてくれている」「普段の生活の中で幸せな気
持ちになること」「学校は楽しい」などで、学
校生活や日常生活でのポジティブな経験であ
る。家庭 SES を示す蔵書数は 25 冊以下を基準

として、冊数による影響力を示したものだが、
「蔵書数 26 ～ 100 冊」の層で 0.756 という負の
影響力がみられるほかは有意な結果ではない。
以上をまとめれば、TV ゲームの使用時間や携
帯電話・スマートフォンの使用時間が、それ自
体としては自己肯定感に影響を及ぼす力はほと
んどないことを示す結果であることがわかる。

図表 5-19 の中 3 では、TV ゲームの使用時
間はオッズ比が 1.001 で正の数値、携帯電話・
スマートフォンの使用時間は 0.998 で負の数値
となっており、いずれもほぼ 1 に近いが統計的
に有意な結果ではある。理論的に考えれば使用
時間 1 分あたりの影響力であるので、時間数が
増えればその分影響力は大きくなるといえる
が、学校や日常生活でのポジティブな経験に比
べれば弱い影響力である。したがって中 3 の場
合、自己肯定感については、TV ゲームの使用、
携帯電話・スマートフォンの使用についてはそ
れぞれ正、負の弱い影響力があるといえる。そ
の他、正の影響力の強い項目が小 6 と同様であ
るほか、小 6 と異なり学力調査の平均正答率も
弱いが正の影響力がある。また中学生のみの項
目である部活は有意でなく、蔵書数についても
有意な結果とはなっていない。

4	 ここでは、二項ロジスティック回帰分析という手法を使
用しており、独立変数の従属変数への影響力を測る数値と
して「オッズ比」が用いられる。オッズ比は独立変数が 1
増えるごとに１か 0 の 2 値（この分析では「自己肯定感 - 高」

=1、「自己肯定感 - 低 =0」としている）を取る従属変数が
1 になる確率がどの程度変化するかを示す。なお、統計的
有意性については係数の欄に表記している。
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図表 5-18　自己肯定感を従属変数としたロジスティック回帰分析の結果（小 6）

図表 5-19　自己肯定感を従属変数としたロジスティック回帰分析の結果（中 3）

５．まとめ

これまでの結果から、「TV ゲームの使用」「携
帯電話・スマートフォン」のメディア接触が、
学力・非認知能力に及ぼす影響についてまとめ
ておきたい。クロス集計でみられるように、メ
ディア接触時間が増えるほど学力や自己肯定感
の高さを示す数値は減少するようにみえるが、

他の変数の影響力も加味した回帰分析を行う
と、メディア接触そのものが学力や自己肯定感
に格別大きな影響力を持っているわけではな
い。クロス集計の結果は家庭、学校での過ごし
方など、他の要因も関連したものとみるべきで
あろう。

しかしながら、本章での結果にもみられるよ
うに TV ゲームの使用や携帯電話・スマート

図表 5-18 ⾃⼰肯定感を従属変数としたロジスティック回帰分析の結果（⼩ 6） 

 
 

 図表 5-19 ⾃⼰肯定感を従属変数としたロジスティック回帰分析の結果（中 3） 

 
 
5．まとめ 
 これまでの結果から、「TV ゲームの使⽤」「携帯電話・スマートフォン」のメディア接触
が、学⼒・⾮認知能⼒に及ぼす影響についてまとめておきたい。クロス集計でみられるよう
に、メディア接触時間が増えるほど学⼒や⾃⼰肯定感の⾼さを⽰す数値は減少するように
みえるが、他の変数の影響⼒も加味した回帰分析を⾏うと、メディア接触そのものが学⼒や
⾃⼰肯定感に格別⼤きな影響⼒を持っているわけではない。クロス集計の結果は家庭、学校
での過ごし⽅など、他の要因も関連したものとみるべきであろう。 

係数 標準誤差 オッズ比

切片 -2.010 *** .355 .134

TVゲーム使用時間（分） -.001 .001 .999

携帯電話・スマートフォン使用時間（分） .000 .001 1.000

携帯電話・スマートフォンについて家の人との約束を守る .243 .148 1.275

毎日、同じくらいの時刻に寝ている .520 *** .151 1.683

学校は楽しい .871 *** .139 2.389

習い事等（塾以外） .257 + .134 1.293

先生は、あなたのよいところを認めてくれている 1.065 *** .162 2.900
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図表 5-18 ⾃⼰肯定感を従属変数としたロジスティック回帰分析の結果（⼩ 6） 
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フォンの利用が、学力・非認知能力にまったく
影響がないわけではない。やはり長時間の使用
によるネガティブな影響や先に挙げた松村

（2024）、森山（2023）などで問題にされている
依存症の場合など、リスクもあるものとして捉
えるべきである。各家庭でのルール作りなど、
保護者と子どもの間でよく話し合ったうえで利
用することが望まれる。

また、本章の分析においては非認知能力の指
標として自己肯定感を使用した。これは自己肯
定感が令和 6 年度（2024 年度）の全国学力・
学習状況調査での質問調査に含まれていたため
である。昨今の非認知能力の研究で取り上げら
れているセルフコントロール（藤原 2024：
116-132）や実行機能（森口 2019）などについ
ての質問は、今年度の全国学力・学習状況調査
には含まれていないが、それらの能力とのメ
ディア接触の関連を調べれば新たな知見が得ら
れる可能性がある。本章での研究において残さ
れた課題として記しておきたい。
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